エステサロン お客様連絡・集客の文例集（編集用）
契約前の説明の話す順番／クーリング・オフ・解約のお申し出への返信／体験予約・コースのご案内／アフターケア／休眠のお客様への連絡／口コミ返信・投稿案／配信案／お知らせ／求人原稿／AIへの依頼文
ひな形（例）です。法的助言ではありません。 ［　］を自店の規則・契約・運用に合わせて書き換えてください。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現の判断は、サロンの責任者と各分野の専門家（消費生活センター・保健所等の窓口を含む）に確認してください。
黄色で示した ［　］ の部分を、サロンの実際の内容に置き換えて使ってください。お客様のお名前や契約・肌や体の情報は、送る直前に人が入れます。
契約の説明と書面、解約・返金、効果のうたい方、施術の安全に関わる相談への対応は、サロンの責任者が決めます。文中の「第○章」「P○」は、PDF版の章番号・ページです。
株式会社AI-LEAP ／ v1.0 ／ 2026年10月　（公的資料の確認日：2026年10月22日）


ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現は、サロンの責任者と専門家に確認してください。
契約前の説明：話す順番と避ける言い方
	口頭説明の例（実際の書面と照合して使用）
ご検討中の［コース名］は、［施術内容］を［回数］提供するコースです。役務の対価は［金額］、その他の費用は［内訳・金額］、総額は［総額］です。
提供期間は［開始日］から［終了日］までです。予約・利用の条件は［内容］、支払時期と方法は［内容］です。
購入が必要な関連商品は［有無・商品名］、その総額は［金額］です。商品を含む支払総額は［金額］です。
クーリング・オフについて、［適用を確認した条件・期間・通知方法・窓口］を書面でご説明します。中途解約の条件・精算方法・窓口は［内容］です。
前受金の保全措置は［有無・内容］です。ご不明な点は［窓口］で承ります。
ご契約前に概要書面をお渡しします。ご契約の場合は、締結後に遅滞なく契約書面をお渡しします。内容はお持ち帰りいただき、ご検討いただけます。



禁止行為に当たり得る説明・勧誘を見直す
	避ける言い方・状態
	理由
	言い換え・対応例

	「解約は一切できません」
	解除を妨げる事実と違う説明
	「［適用条件・精算方法］を契約書面に沿ってご案内します」

	必要な商品代を伝えず「この料金だけ」
	故意に事実を告げない勧誘
	「関連商品の有無［　］、商品を含む支払総額［　］です」

	「今日だけ」「今決めないと損」と圧力をかける
	事実との相違・威迫等を点検
	「書面をお持ち帰りいただき、ご都合に合わせてご検討ください」

	断っても囲んで勧誘を続ける
	威迫して困惑させるおそれ
	説明を止め、着替え・退店・検討ができる状態を整えます



法第44条は、勧誘時や解除を妨げるために事実と違うことを告げる行為、勧誘時に故意に事実を告げない行為、威迫して困惑させる行為を禁止しています。
無料体験でも勧誘の状況を確認します。Q&AのQ8は、衣服を脱がされた状態で多数に囲まれ、執拗な勧誘で怖くなって契約した例を示しています。出典：https://www.no-trouble.caa.go.jp/what/continuousservices/ ／ https://www.no-trouble.caa.go.jp/qa/continuousservices.html ／ 確認日：2026年10月22日


ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現は、サロンの責任者と専門家に確認してください。
お客様からの連絡への返信文例
	① クーリング・オフ／解約のお申し出への受付返信
［お客様名］様　［店舗名］です。［受付日］に［お申し出の内容］を受け付けました。担当は［担当］、お問い合わせ先は［窓口］です。
契約書面と適用法令を確認し、精算・返金の有無と内訳［確認して記入］、対応予定［日・方法］をご案内します。未確認の点［　］は［連絡日］までにご連絡します。
理由のご回答や継続のご相談を、手続きの条件にはしません。



	② 契約書面送付の案内
［お客様名］様　［契約日］の［コース名］の契約書面を［送付方法］で［送付日］にお送りします。内容やお受け取りについてのご連絡は［窓口］で承ります。
契約条件・クーリング・オフ・中途解約の事項は書面をご確認ください。この案内文は契約書面の代わりではありません。



	③ コース変更・期間延長の確認
［お客様名］様　［変更・延長のご希望］について、変更前［内容・期間・金額］、変更案［内容・期間・金額］、精算の扱い［　］をご案内します。
内容をご確認いただき、［窓口］へご意向をお知らせください。一方的な変更は行わず、合意内容と必要な書面を［担当］が確認します。



	④ 契約者向け：値上げ・休業・閉店の連絡（該当項目を選択）
［お客様名］様　［店舗名］より、［変更内容・理由・実施日／期間］をご案内します。契約中の［コース名］については、［現在の契約条件］と［確認済みの対応内容］をご説明します。
残りの役務・予約の扱い［　］／精算・返金の有無と内訳［　］／対応時期［　］。未確定事項［　］は［次回連絡日］に［方法］でご連絡します。窓口［　］。



AIには型だけを渡します。文面は人が確認し、金額・精算・返金は契約書面と適用法令を照合して［　］に記入します。受付と完了は区別し、引き止めを先に求めて解約を妨げません。
書面の送付時期・方法も人が確認します。Q20は一方的な契約変更を認めず、延長で期間1月超・金額5万円超等の要件に該当する場合、その時点で所定の書面交付が必要としています。出典：https://www.no-trouble.caa.go.jp/what/continuousservices/ ／ https://www.no-trouble.caa.go.jp/qa/continuousservices.html ／ 確認日：2026年10月22日


ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現は、サロンの責任者と専門家に確認してください。
①体験予約・問い合わせへの返信／②コースのご案内
	① 体験予約・問い合わせへの返信（DM・メール）
［お客様名］様　お問い合わせありがとうございます。［店舗名］です。
ご希望に近い日時は［候補日］です。当日は［持ち物・所要時間・集合場所］をご確認ください。料金・コースの内容・契約の条件は［書面／URL］でご案内しています。
ご不明な点は［窓口］へお知らせください。［店舗名・担当の役割］



	② コースのご案内（契約を急がせない）
件名：［コース名］のご案内（［店舗名］）
［お客様名］様　［来店日］はご来店ありがとうございました。ご相談いただいた［コース名］について、内容は［施術内容・回数］、提供期間は［　］です。
料金の総額［　］、関連商品の有無［　］、予約のしかた［　］、クーリング・オフと中途解約の条件［書面・URLで案内］は、［概要書面／契約書面］でご確認いただけます。
お持ち帰りいただき、ご都合に合わせてご検討ください。ご契約を急いでいただく必要はありません。［店舗名・担当の役割］／［問い合わせ先］
配信停止をご希望の場合：［停止方法］



送る前に決めること
・総額・期間・回数・関連商品・解約条件は人が書面と照合して確定し、案内文に差し込む。案内文は概要書面・契約書面の代わりにならない。
・広告・宣伝メールは原則として事前同意を確認し、同意記録・表示・受信拒否への対応を整える。停止を求めた相手に再送しない。
・効果は言い切らない。肌や体への影響、施術の可否の個別の判断は人が行う。
広告メールの根拠：総務省「特定電子メール法の概要」（2026年10月22日確認）。https://www.soumu.go.jp/main_content/000517382.pdf ／ LINE公式アカウントの配信に同法が及ぶかは確認していないため、配信の同意はLINEの規約と自店のルールで確認します。


ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現は、サロンの責任者と専門家に確認してください。
③アフターケア／④休眠のお客様／⑤初回相談
	③ 施術後のアフターケア案内
［お客様名］様　本日はご来店ありがとうございました。施術後は［　］の間、［注意点］にご留意ください。
乾燥が気になるときは、［使用する化粧品］で、うるおいを与えるお手入れをおすすめします。
気になる変化があれば、無理をなさらず［窓口］へご相談ください。症状によっては医療機関への相談をご案内します。［店舗名・担当の役割］



化粧品に触れるときは、効能を第4章の範囲（「肌を整える」「皮膚にうるおいを与える」等）に収め、効果を言い切りません。赤み・かゆみなど個別の肌の状態は人が確認し、AIに判断させません。
	④ しばらく来店のないお客様へ（LINE・メール）
［お客様名］様　［店舗名］です。ご無沙汰しております。［季節・お知らせ］のメニューをご用意しました。
ご都合のよいときに、［予約方法］からご予約いただけます。お急ぎいただく必要はありません。ご返信も不要です。
配信停止をご希望の場合：［停止方法］



	⑤ 初回カウンセリングの質問項目と同意書の案内
【質問項目の型】気になるお悩み［　］／ふだんのお手入れ［　］／ご希望［　］／ご不安な点［　］／当日の体調で施術者に伝えたいこと［本人が記入］
【同意書のご案内】本日の施術内容と注意点をまとめた書面をお渡しします。ご確認のうえ、ご不明な点は［窓口］へお尋ねください。撮影・録音を行う場合は、別にご説明して意向を確認します。



対象者・送信時期・回数の上限は［担当］が決め、来店履歴をAIへ渡して選別させません。既往歴・アレルギー・妊娠等の具体は、AIへ渡さず、所定の別記録で必要な担当者が管理します。同意書そのものは、人が整えます。


ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現は、サロンの責任者と専門家に確認してください。
⑥口コミ返信と依頼／⑦投稿案／⑧月4回の配信案
	⑥ 口コミ返信：良い口コミ
ご感想をお寄せいただき、ありがとうございます。［公開された感想のうち、個人情報に触れない点］についてのお言葉を拝見しました。今後も［サロンとして取り組むこと］に努めます。［店舗名・担当の役割］
⑥ 口コミ返信：低評価
ご意見をお寄せいただき、ありがとうございます。ご不便をおかけした点について、お話を伺いたく存じます。公開の場では個別のご利用状況を扱わず、［専用窓口］で確認いたします。［店舗名・担当の役割］
⑥ 口コミのお願い（任意・見返りなし）
ご希望であれば、［投稿先］に実際のご体験について率直なご感想をお寄せください。投稿は任意です。



口コミ原文をAIに貼らず、内容を特定できない一般的な返信の型を依頼します。公開返信で来店・契約の事実を補足せず、原因・返金を断定しません。特典と引き換えの依頼、評価の指定、良い評価をしそうな人だけへの依頼はしません。
	⑦ Instagram投稿案
［店舗名］の［メニュー名］をご紹介します。内容は［実際の施術内容］。肌の感じ方には個人差があります。
ご利用の条件［対象・所要時間・予約・料金］／詳しいご案内［案内先］。写真は［使用許諾を確認した素材］を使います。［広告・PRの表示が必要な場合の表記］



	⑧ 月4回の配信案（LINE等）
1回目・利用案内：［月］の営業案内です。営業時間［　］、お休み［　］。予定は［確認先］でご確認ください。
2回目・利用案内：初めての方へ。ご来店の流れと持ち物は［案内場所］に掲載しています。
3回目・利用案内：予約方法をご案内します。予約［手順］／変更・取消［方法・期限］。ご不明な点は［窓口］へどうぞ。
4回目・体験案内：［体験メニュー］のご案内です。対象［　］／料金・含まれるもの［　］／予約［　］。契約・コースの条件［　］は書面でご確認の上、ご検討ください。



「利用案内3回：体験案内1回」は本資料の構成案であり、配信効果を示す基準ではありません。LINE公式アカウントの料金プランは公式ページで再確認してください。https://www.lycbiz.com/jp/service/line-official-account/plan/ ／ 口コミの根拠はP13参照。


ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現は、サロンの責任者と専門家に確認してください。
⑨お知らせ／⑩求人原稿
	⑨ 料金改定・休業・店舗移転のお知らせ（該当する案内を選ぶ）
料金改定：［改定日］より［対象メニュー］の料金を改定します。ご契約中のコースの扱いは［確認済みの内容］です。ご不明な点は［窓口］へお問い合わせください。
休業・移転：［日時・理由］のため［休業／移転］します。予約済み・ご契約中のコースの扱い［確認済みの内容］、お問い合わせ［窓口］。



契約中のお客様に関わる内容は、契約書面と適用法令を人が確認してから書きます。契約内容は一方的に変更しません。変更・延長が必要な場合の連絡は、第3章の返信文例③④を使います。
	⑩ エステティシャン募集（雇用する場合の原稿）
［店舗名］で［担当業務］を担うエステティシャンを募集します。応募条件［　］／応募方法・連絡先［　］。募集者の名称［　］／掲載・更新日［　］。
雇用形態［　］／業務内容［　］／業務の変更の範囲［　］
就業場所［　］／就業場所の変更の範囲［　］
契約期間［　］／有期契約の更新の有無・判断基準［　］／通算契約期間・更新回数の上限［　］／試用期間・期間中の条件［　］
就業時間［　］／休憩［　］／休日［　］／時間外労働［有無・内容］
賃金［金額・計算単位・内訳］／固定残業代［有無］。ある場合：除いた基本給［　］、対象時間数・金額［　］、超過分の追加支給［　］。
加入保険［　］／受動喫煙防止措置［　］



求人は掲載時点の実際の条件と照合し、最新の内容に更新します。2024（令和6）年4月施行の改正で、業務の変更の範囲・就業場所の変更の範囲・有期契約の更新基準が明示事項に加わりました。根拠：厚生労働省の募集時の労働条件明示資料（2026年10月22日確認）。https://www.mhlw.go.jp/content/001114110.pdf


ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現は、サロンの責任者と専門家に確認してください。
AIに頼む依頼文の型
	共通の安全文（毎回、依頼文に添える）
元の情報を変えないでください。分からない所は推測せず［要確認］と書いてください。送信・公開・登録はしないでください。お客様・スタッフの氏名など個人が分かる情報は使わず、［　］の差し込み欄のままにしてください。
依頼する仕事
あなたはエステサロンの文章作成補助です。［対象読者］向けに、［目的］の［メール／配信文／社内用の型］を作ってください。
使う情報は、次の公開情報と人が決めた一般的な条件だけです：［情報］。長さ［　］／文体［　］／必要な項目［　］。
契約・解約・返金の判断、肌や体の診断、効果の断定、口コミの評価誘導を加えないでください。個別情報は差し込み欄にしてください。



	例A：コースのご案内メール
［コース名］のご案内メールの型を作ってください。内容・回数・提供期間・総額・関連商品・書面の確認先［URL］は［　］のままにします。お持ち帰りで検討できること、問い合わせ先［窓口］を含めます。契約を急がせる表現は入れないでください。
例B：口コミ返信
口コミへの返信の型を2種類（感謝／ご不便をおかけした点）作ってください。個別の来店・契約・肌の状態には触れず、特典と引き換えの依頼は入れないでください。



依頼文に入れてはいけない指示
	入れない指示
	理由

	「今日中に契約したくなる文面に」「断りにくい言い方で」
	事実との相違・威迫等の禁止行為につながる。急がせない型を依頼する

	「確実に痩せる／シミが消えると書いて」
	優良誤認・誇大広告・化粧品の効能範囲。効果を言い切らない

	「この文面は特定商取引法に違反しないか判定して」
	AIに適合の判定をさせない。書面と文面は人が整え、迷えば専門家へ

	「契約書面の代わりになる案内を作って」
	AIの文面は法定書面の代わりにならない

	お客様の氏名・写真・肌の状態・契約額を貼り付ける
	第7章の入力NG。差し込み欄にする





ひな形（例）であり、法的助言ではありません。契約書面・個人情報・医療との境界・広告表現は、サロンの責任者と専門家に確認してください。
もう2つの例と、出力・送信前の確認
	例C：契約前の説明メモの項目（社内用）
コース契約前に口頭で説明する項目のチェックリストの型を作ってください。項目はコースの内容・回数・総額・提供期間・関連商品・クーリング・オフ・中途解約・書面の交付とし、数字と条件は［　］のままにします。「これは概要書面・契約書面の代わりではない」と末尾に入れてください。
例D：初回カウンセリング後の社内メモの項目
初回カウンセリング後の社内メモの空欄の型を作ってください。希望する利用方法、説明済みの条件、持ち帰る検討事項、次の対応の欄を設けます。氏名・肌や体の状態・既往歴・アレルギー・個別契約のデータは渡しません。



	観点
	人が確かめること

	事実
	日時・金額・期間・条件は書面と一致するか。推測で足した内容はないか

	判断
	契約・解約・返金・施術の安全・医療との境界・効果をAIが結論づけていないか

	情報
	個人が分かる内容や、公開できない情報が含まれていないか

	読み手
	契約を急がせないか。書面・問い合わせ先が分かるか

	承認
	［要確認］を解消し、差し込み後の宛先・内容を担当者が承認したか
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